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■提案概要                                 No.2－03 

提案名 大賀建設「GREEN ECO 先導的モデル」 分 野 
木造等循環型社会形

成の分野に係る提案

提案者 大賀建設株式会社 種 別 システム提案 

構 造 木造（在来軸組） 建て方 一戸建ての住宅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■提案の基本的考え方 

地球規模で環境問題が問われている昨今、大賀建設では｢森林環境の保全と循環型社会形成に貢献

する｣という理念を掲げ、｢環境負荷の軽減(ＣＯ2排出量削減)｣｢持続可能な住環境の創出｣｢森林資源

の有効活用｣の 3つを基本要素として本提案を取り組む。 

そしてこの 3つの調和が図れるよう、＜まちづくり＞＜建築＞＜住まい＞において技術的課題を解

決することにより、社会貢献の価値を高め、地域に根ざす住環境づくりに寄与する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

｢GREEN ECO 先導的モデル｣は、4つの基本骨子によるお互いの相乗効果で、人や動物、環境にも優し

い家づくりを図るものである。 

 

■提案内容 

 

 

森林ＥＣＯ対策 

森林認証材等の合法木材の活用により、地球資源の持続可能な森林管理に寄与する。また､国産材

の活用により、国内の森林の適正な整備保全に寄与する。リサイクル材等を積極的に活用し、森林資

源を循環させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○環境 

 
流通ルートで合法木材を仕入れ、第三者機関

による木材・木材製品の証明をする 
持続可能な森林管理の促進（再資源化）を推

進するため、計画的に「伐採」⇒「植林」⇒

「伐採」が行われている森林を資源としてい

る木材を活用することが重要であると考え

る。 

 

【「持続可能な森林管理」が適用されている

木材・木材製品の証明書の発行】 

第三者機関による、 
木材・木材製品の証明書発行 
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省エネ(自立循環型住宅) 

「相当隙間面積[Ｃ値]1.0ｃ㎡/㎡以下」で室内環境を向上させ､自立循環型住宅の設計により、居

住時のエネルギー消費量を 50％にまで削減することを目標とする。（2000 年頃の標準的な住宅と比較

して）住宅におけるＣＯ2排出量を削減し､地球環境に寄与する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活快適空間マトリックス 

生活快適空間マトリックスシートを作成し、日常生活の使い勝手、住みやすさを徹底的に追及した

｢長持ちさせるに値する住宅｣の設計により、建替え工事が減少し、リフォーム住宅や中古住宅におけ

る付加価値を向上させ、持続可能な住環境の形成を可能にする。 

200 年住宅(耐震等級 3) 

構造躯体は、土台と柱に【ベイヒバ】を採用し、「劣化対策」「耐久性」「耐震性」に優れた「構造・

工法」により構成するものとする。（実物大耐震実験で実証済）建物の強度とバランスを向上させる

ために「偏心率 0.15 以下」「耐力壁線間距離 7ｍ以下」「地域基準風速 36」を設計基本ルールとする。

 

 

まちなみ景観マトリックスシート 

「配置」・「意匠」・「住環境・外構」・「ECO」で構成された、まちなみ景観マトリックスシートを作

成し、建物と外構の両面から良好なまちなみ､及び居住環境の形成を行う。 

統一感の無いバラバラな家（【点】）をまちなみ（【線】）として統一感を持たせ、屋根や外壁を【面】

として、外壁や植栽にて【色】を意識させることにより、落ち着きのある調和を【形】という資産で、

まちなみと居住環境の向上に寄与する。 

 

 

光熱費シミュレーションソフトの提供 

月々の光熱費（電気・水道・ガス）を、Excel を使用して簡単に入力し、グラフ化することにより、

毎月のランニングコストをお客様にて管理することができ、住宅からの生活エネルギー（光熱費のラ

ンニングコスト）による「省エネに対する意識の継続」を可能にする。 

床下点検・小屋裏点検 

床下空間の有効寸法高さを人間工学による「寝返り可能寸法 400 ㎜＋100 ㎜」の 500 ㎜以上とし､

床下の点検と維持管理作業が容易に出来るようにする。床下への進入は 2箇所以上とし生活環境の変

化に対応し､長く住み続けることを可能にする。 

長期維持保全プログラム・メンテナンスパック 

入居してからの維持保全計画を経過年数によりグラフ化し、居住者側でも計画的な維持管理を可能

にする。また｢きちんと手入れして長く大切に使う｣ために定期的な点検や水廻りクリーニングなどを

パック化することで長期間居住者の生活に支障が生じないようにする。 

住宅履歴情報の公開 

確実な住宅履歴情報の更新で、住宅の付加価値を向上させ持続可能な住環境の形成を可能にする。

 

■提案者からのコメント 

日本のＣＯ2排出量の約 18％は、住宅建築と住宅運用エネルギーによるものである。大賀建設では、

女性目線の家づくり｢家事導線｣｢生活導線｣を徹底的に追及した｢長持ちさせるに値する住宅｣の設計

による住宅商品に本事業における新たな取組みをプラスした相乗効果で、環境への負荷をできる限り

低減される社会に寄与するものとし、住宅での｢省エネ｣｢ＣＯ2 削減｣を広く国民に提示し普及啓発を

図り、環境問題への個々のあり方を期待する。 

○構造 

○景観 

○記録・維持管理 
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